
01_中間報告書 記入日：

団体名称

活動テーマ

活動目的

〒663-8244
（住所）兵庫県西宮市津門綾羽町2番1号
（団体名）NPO法人 阪神つばめ学習会
（ホームページ）：http://e.gmobb.jp/hanshin.tsubame/

助成金額 206.000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

（上期の成果）
 ・無料塾開催について
　2017年9月～2018年3月までで87回の開催を実施した。
　参加生徒数は延べ1,060名。参加講師数は延べ547名。
　また、高校入試では11名の受験生が全員、志望校に合格することができた。
・月例ミーティングについて
　阪神つばめ学習会だけでなく、近隣の吹田、宝塚、茨木、千里の各つばめからも毎月
  参加。各教室の取組計画と内容、達成度、結果を共有することで「つばめグループ」
  の質の向上と均質化を図っている。
・ボランティア講師向け育成講座について
　月例ミーティング後につばめにボランティアで来てくださる社会人（メーカー勤務、経営
  者、政治家、シニア等）が講師となり、大学生のボランティアに大学では習わない、社会
  でたいせつなことを中心に講座を実施。
・第4回無料塾シンポジウム全国大会 in 名古屋について
　2017年10月15日に名古屋で開催された第4回無料塾シンポジウム全国大会に6名で参
  加。全国の13団体と交流を深め、また、同行した大学生のボランティア講師には非常
  に大きな学びの機会となった。2018年度には第1回無料塾シンポジウム関西大会を実
  行したいと考える。

(下半期に向けた改善点）
・大学生ボランティア講師の世代交代について
　大学生のボランティア講師の中で中心的に活動してきた世代が大学を卒業したり、就
  職活動を開始したりするので、その下の世代を育成せねばならない。
　これは毎年の課題であるが、継承すべきところは継承し、変革すべきところは変革す
  る塩梅が難しい。
 ・教室拡大について
  現在、関西圏でつばめを冠する団体は阪神（2教室）、高槻（2教室）、吹田（1教室）、
  宝塚（3教室）、茨木（1教室）、豊中（1教室）、千里（1教室）、堺（1教室）と、8団体12教室
  が展開している。また、2018年4月からは東海つばめが立ち上がるが、ここの代表は阪
  神つばめでボランティア講師をしていた人物である。活動圏が近畿地方を越え始めたの
  で今後の「つばめ」の質の担保は、労力をより注ぐ必要があると考えられる。

関西つばめ学習会グループで共同ミーティングの実施・講師向け講座の開催等で
情報の共有を図り、質の向上に努めている。今後も質の向上を継続することでグ
ループの拡大を図っていく。

■活動目標 学びたくとも経済的に厳しい家庭の子どもに無償で学べる場を提供すること

■長期成果 完全にボランティアで教えてくれる講師から学んだ子どもたちが、「いつか自分も社会のために」と思い行動する「人材」に育つこと

■活動風景

<無料塾学習風景> <月例ミーティング> <ボランティア講師向け育成講座>

■上期の成果と下半期に向けた改善点 ■実施体制

■申請書の活動概要＜150～200字＞ ■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

家庭の経済状況を問わず、勉強がしたい誰もが集まれる場
をつくる。
貧困世帯に限定せず、門戸を広げて無料塾を行うことで、既
存の貧困対策では届かなかった層にもアプローチできると考
える。
また、私たちは、講師の楽しく生き生きと教える姿を見て、子
どもたちがいつかまたつばめに帰ってきて、次は自分が次世
代のために活躍するんだという、恩贈り型のコミュニティが広
がることを願っている。

2017.9～
2017.10～
2017.11～
2017.12～
2018.1～
2018.2～
2018.3～

・講師育成講座開催（毎月）
・講師のためのワークショップもしくはミーティングを開催
（毎月）
・生徒募集のための広報活動を実施
（チラシ作成・ビラ配り実施・ポスティング実施）
・第4回無料塾シンポジウム全国大会 in 名古屋への参加
（2017年10月）
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活動名
子どもの学習場所づくりと

恩贈り型コミュニティの形成と拡大

NPO法人 阪神つばめ学習会

子どもの健全な育成を支援する活動

①学習支援活動

活動風景を入れる 活動風景を入れる

関西つばめ学習会

ＮＰＯ法人阪神

つばめ学習会
高槻つばめ

学習会
吹田 宝塚

茨木

千里

豊中

堺


